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Ⅰ 教室の概要 
 １ 設置校名  【拠点校】 桜野小学校  【巡回校】 第二小学校 境南小学校 

 ２ 教室名   特別支援教室こぶし 

 ３ 所在地   〒１８０－００２１  東京都武蔵野市桜堤１丁目８番１９号 

 ４ 教室形態  特別支援教室 

 ５ 教職員   【校  長】      藤橋 義之 【副 校 長】    山口 武志  

         【担当教員】      天達 亮子  鷲見 逸美  神川 麻里 

                     松井 由美  田口 千晶  鍔田 マリ  廣瀨 智   

         【特別支援教室専門員】 友杉 敦子 （桜野小）   萩原 恵子 （第二小） 

                     池田 知秋 （境南小） 

 ６ 児童数（令和７年４月１日現在７９名） 

 桜野小学校 第二小学校 境南小学校 計 

学校別児童数 ３８ １５ ２６ ７９ 

 

Ⅱ 特別支援教室について 

◇特別支援教室の目的 
 児童が抱えている障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服することによって、可能な限り多くの時間、 

在籍学級で有意義な学校生活を送ることができるようになることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯困難さだけではなく、得意なことや少しの支援・配慮があればできることを見出します。 

◯「できた」「分かった」という実感を得させながら自尊感情・自己肯定感を向上させます。 

                   （できないことを何度も訓練することはしません。） 

◯在籍学級での支援策を検討し提案していきます。（教室内環境調整） 

◯周りの大人や友達の、本人への肯定的な見方やかかわりを増やします。 

 

Ⅲ 対象となる児童 
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Ⅳ 教育目標 

１ こぶし教室の教育目標 
  発達障害等のある児童が、自立活動の指導を通し、達成感を得て自尊感情・自己肯定感を向上させ、主体的 

 に困難を改善・克服しようとする取組を促し、在籍学級での有意義な学校生活につなげていくことができるように

する。 

（1） 自立活動の目標 
 ①児童の特性や障害によるつまずきの背景にある要因を的確に捉え、児童が現在行えていることや指導すれば 

  できること、環境を整えればできることなどに目を向け、児童の実態に応じて環境を整えつつ、指導内容・ 

  方法を工夫することで、児童の自立と社会参加につなげる。 

 ②児童が主体的に困難を改善・克服しようとする取組を促し、「できた」「わかった」という実感・達成感を 

  得られるような指導の工夫をする。 

 

２ 教育目標を達成するための基本方針 
  障害の状態を的確に把握し、在籍校、保護者と協議して児童一人一人の特性に応じた個別指導計画を作成し、そ

れに基づいた指導を行う。巡回指導教員と学級担任、保護者と連携して指導にあたるとともに、外部の専門家（巡

回相談心理士等）からの助言も活用し、指導の見立てを行う。 

 ①自分自身のよさや強みに気付かせ、肯定的な自己理解を促す。 

 ②実態に合わせて個別指導と小集団指導を組み合わせて指導を行い、指導の充実を図る。 

 ③「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」の 6 つの項目の中で、つまずきの見られる項 目

について、認知特性に応じた方法で指導・支援を行う。 

 ④児童の状態像の観察に加え、WISC-ⅣまたはⅤ等の発達検査を活用して認知特性を把握し、より効果の高い 学び

方を習得させる。 

 ⑤必要に応じて合理的配慮を提供し、児童にとって学びやすい環境を整備する。 

 

Ⅴ 指導について 
◇指導について 

・指導時数：１週間に１〜２時間決められた時間割で指導を行います。 

・指導で抜けた時間：出席扱いになりますが、教科の学習のフォローはご家庭でお願いしています。学習内容の 

 詳細は担任と連絡を取っていただきます。 

◇指導内容について 

・特別支援教室では、一人一人の障害の状態や発達の段階等に応じた指導目標を設定して、障害による学習上 

 又は生活上の困難を改善・克服するための指導（自立活動）を行います。 

※教科の予習・補習や在籍学級での学習の遅れを取り戻すための場ではないため、教科学習の内容を理解する 

 ことを目的とした教科指導は行いません。 

自立活動の区分（下記より指導項目を選定していきます） 

１ 健康の保持 ２ 心理的な安定 ３ 人間関係の形成 ４ 環境の把握 ５ 身体の動き 

    ６ コミュニケーション の６つの中から必要項目を選定して指導を行います。 

 

１ 指導形態と指導のねらい 
 こぶし教室では、児童の実態に合わせて、個別指導と小集団指導を行っています。 

★どのような指導形態が効果的かは、指導の内容やねらい（指導目標）に応じてこぶし教室で判断します。 

 例：「友達とのかかわりに困難さがある」ということひとつをとっても、以下のように指導時間と形態は、 

   一人一人違います。 

・環境の把握に困難さがあるだろうと判断した場合→個別指導１時間、小集団指導１時間 

・不安が強いことに原因があるだろうと判断した場合→個別指導２時間 

・人間関係の構築に誤学習があるだろう判断した場合→小集団指導１時間 
形

態 
指導のねらい 活動内容例 

個 
別 
指 
導 

 教員と児童が、原則一対一で活動します。活動内

容は児童の実態に合わせて様々ですが、担当教員と

の信頼関係構築を第一に考えています。 

・児童の興味に沿った活動 

 （カードゲーム、制作活動等） 

・自己理解を深め、自分に合った学習方法を 

 身に付ける活動 

小 
集 
団 
指 
導 

 ３人～５人程度の小集団で活動します。一緒に活

動する児童は、それぞれの児童や各学校の実態に応

じて、学年に関わらず編成されます。 

・ルールや勝敗のあるゲーム 

・協力して共通の目的を達成するゲーム 

 （ボードゲーム等） 

・自己理解や他者理解を促す活動 

 

 



２ 入級・退級の手続きついて 

【入級について】 
入級のためには、担任面談、こぶし教室における個別の行動観察（インテーク）と面談による成育歴の聞き取り、校

内での会議、市の判定会議（適・可・否判定）などの手順を経て進めていきます。必要な書類として、発達検査や申

請書などがあります。まずは、在籍学級担任や、こぶし教室にご連絡ください。 

【退級について】 
 入級後、個別の行動観察と面談でいただいた情報等をもとにこぶし教室での指導の目標を立てます。当初の指導の

目標達成が、退級の目安となります。学校・保護者の方との話し合いで合意形成を図ります。 

 退級となった場合も、学校生活支援シート等を活用しながら教室内での在籍学級担任による支援・配慮を引き続き

行っていきます。 
★指導期間について：東京都のガイドラインでは、下記のような「原則の指導期間」を定めています。こぶし教室で

は、武蔵野市の方針とも合わせ、指導の評価を学校と家庭で話し合うことで指導目標をより具体的で明確なものと

し、児童の指導を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 巡回指導日 

曜日 月 火 水 木 金 

学 
校 

名 

桜野小学校 

第二小学校 

境南小学校 

第二小学校 

境南小学校 

桜野小学校 

境南小学校 

桜野小学校 

第二小学校 

境南小学校 

桜野小学校 

＊曜日毎に教員が巡回して指導を行います。指導日以外も、特別支援教室専門員が各校に勤務しています。 

 

４ こぶし教室の主な行事予定 

 １学期…［学校訪問・行動観察、こぶし教室保護者会、担任ケース会、保護者面談、 

      参観週間、保護者懇談会］ 

 ２学期…［学校訪問・行動観察、担任ケース会、保護者面談、参観週間、保護者懇談会］ 

 ３学期…［学校訪問・行動観察、担任ケース会、保護者面談、参観週間］ 
 

Ⅵ 学校連絡先 

武蔵野市立桜野小学校 武蔵野市立第二小学校 武蔵野市立境南小学校 

東京都武蔵野市桜堤 1-8-19 東京都武蔵野市境 4-2-15 東京都武蔵野市境南町 2-27-27 

0422-53-5651（こぶし教室直通） 

0422-53-5125（事務・職員室） 

0422-51-4478（事務・職員室） 0422-32-3400（事務・職員室） 
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